











                             ＜発表用＞ 
久保山  健 (KUBOYAMA Takeshi) 
大阪大学 附属図書館 利用支援課 (サービス企画主担当) 
<July 7, 2012> 
 
情報メディア学会 第11回研究大会, パネルディスカッション 
「重なり合う実空間と電子空間 
  ：ラーニングコモンズ×ディスカバリサービス」 


























 (1) 物理的資源  
  ：PC, IT機器、場所、従来型図書館 
 (2) デジタル資源：Web、オンラインツール 
 (3) 人的資源 ：図書館員、IT技術者 
  (*)リサーチ、IT、ライティングの支援 










属図書館研究年報. No.7. 2008. 
(*2) 永田治樹. 図書館とインフォメーション・コモンズ：情報






○ Queen’s University (Ontario, CAN) 
Joseph S. Stauffer Library 
○ University of Guelph (Ontario, 



































・学内入館者数／開館総時間数 の値も、1.30  
・ラーニング・コモンズ効果 があるのは間違いないだろうが… 
 同エリアの座席数は全体の1割にも満たない 
（参考文献）久保山健. 大阪大学総合図書館の入館者数等の推移 : 現状の分析からサービス環境向上のヒン




















  図書館TA、職員も講師を担当 
Teaching Assistant (TA) 









































































●学習支援 ≠ ラーニング・コモンズ 
 （座席割合； 開館時間・休館日； 提供コンテンツ 
















・車の運転； 登山； 大学教育； パソコン； 

































●ラーコモ × ディスカバ ではなく、 
●(情報資源＋ITツール＋場所＋人的支援) 
 ×グループ学習の教育的効果 
  ＝ 図書館のラーニング・コモンズ 
●(情報資源＋ITツール) 









 （図書館に?  自己イメージ 小洒落た什器） 
●ディスカバリー・サービス 
●ラーニング・コモンズ? 教育学習支援? 
 （個人的な近い目標も） 
